
高
齢
者
へ
の
支
援

問
い
ず
れ
も
市
役
所
駅
南
庁
舎
高
齢

社
会
課

 

０
８
５
７-

20-
３
４
５
３

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課（

 
16
ペ
ー
ジ
）

【
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
】

対
高
齢
者
自
ら
の
生
き
が
い
を
高
め

る
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
を

豊
か
に
す
る
活
動
を
行
う
老
人
ク
ラ
ブ 

条
同
一
地
域
に
居
住
す
る
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
会
員
30
人
以
上
で
組
織
さ

れ
て
い
る
こ
と　

容
活
動
費
を
一
部

助
成

【
寝
具
丸
洗
い
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
月
実
施
分
】

対
１
人
暮
ら
し
で
75
歳
以
上
の
人
（
高

齢
者
の
み
の
世
帯
も
含
む
）、
１
人
暮

ら
し
で
65
歳
以
上
の
身
体
虚
弱
な
人
、

65
歳
以
上
で
在
宅
で
寝
た
き
り
の
人　

料
▽
掛
布
団
：
２
０
０
円
▽
敷
布

団
：
２
０
０
円
▽
羽
根
布
団
：
３
０
０

円
▽
毛
布
：
１
０
０
円 

※
枚
数
に
制

限
が
あ
り
ま
す
。　

募
５
月
21
日（
金
）

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

家
族
介
護
者
の
集
い

「
ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル
」

対
介
護
に
関
心
の
あ
る
人　

時
５
月

19
日
（
水
）
10:

00
〜
12:

00　

所
市

役
所
駅
南
庁
舎
第
４
会
議
室　

容
勉

強
会
「
経
管
栄
養
（
胃
ろ
う
な
ど
）
に

つ
い
て
」
▽
講
師
：
田た
な
か中
紀の
り
あ
き章
（
市
立

病
院 

院
長
） 

料
２
０
０
円　

募
５
月

17
日
（
月
）
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
ま

で問
ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル
事
務
局
（
市

役
所
駅
南
庁
舎　

鳥
取
中
央
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

 

０
８
５
７-

20-

３
４
５
７

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

生
活
援
助
型
の
協
力
会
員
募
集

対
高
齢
者
の
家
庭
を
訪
問
し
、
要
望

に
応
じ
て
援
助
が
で
き
る
人　

容
食

事
の
準
備
・
後
片
付
け
、
掃
除
、
病
院

へ
の
付
き
添
い
な
ど
の
軽
度
で
専
門
性

を
要
し
な
い
も
の　

額
▽
平
日
７:

00

〜
20:

00
：
１
時
間
６
０
０
円
▽
土
・

日
・
祝
祭
日
お
よ
び
12
月
29
日
〜
１
月

３
日
：
１
時
間
８
０
０
円

問
鳥
取
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
さ
ざ
ん
か
会
館
１
階　

鳥

取
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

 

０
８
５
７-

22-

７
４
７
４

 

０
８
５
７-

39-

２
７
６
２

各
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

軽
自
動
車
税
の
減
免
手
続
き

対
障
が
い
の
あ
る
人
、
ま
た
は
同
居

の
家
族
な
ど
が
所
有
し
、
身
体
・
精
神

な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
に
使

用
す
る
軽
自
動
車 

※
１
台
ま
で 

持
身

体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
療

育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

お
よ
び
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
（
精

神
通
院
）
の
う
ち
該
当
す
る
手
帳
（
交

付
日
が
平
成
22
年
４
月
１
日
以
前
の
も

の
）、
対
象
車
を
運
転
す
る
人
の
運
転

免
許
証
、
自
動
車
検
査
証
、
軽
自
動
車

税
納
税
通
知
著
、常
時
介
護
証
明
書（
運

転
す
る
人
が
同
居
の
家
族
な
ど
以
外
の

場
合
） 

※
障
が
い
の
部
位
や
程
度
な
ど

に
よ
り
、
減
免
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

受
５
月
24
日
（
月
）

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

問
市
役
所
駅
南
庁
舎
市
民
税
課

 

０
８
５
７-

20-

３
４
１
３

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課（

 

16
ペ
ー
ジ
）

殺
虫
剤
の
無
償
配
布

対
主
に
公
共
下
水
道
な
ど
が
未
整
備

の
地
区
の
人　

容
衛
生
駆
除
薬
剤
（
殺

虫
剤
）
を
配
布 

※
１
世
帯
１
袋 

料
無

料　

受
５
月
６
日
（
木
）
〜
31
日
（
月
）

の
間
に
、
問
い
合
わ
せ
先
窓
口
ま
で

問
市
役
所
本
庁
舎
生
活
環
境
課

 

０
８
５
７-

20-

３
２
１
６

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課（

 

16
ペ
ー
ジ
）

地
域
の
産
業
を
支
援

対
市
内
の
事
業
所　

容
▽
農
商
工
・

産
学
官
連
携
の
取
り
組
み
支
援
：
共
同

研
究
に
よ
る
新
技
術
の
研
究
開
発
、
農

商
工
・
産
学
官
連
携
の
取
り
組
み
に
よ

る
新
商
品
開
発
に
補
助
▽
食
品
加
工
に

お
け
る
新
た
な
取
り
組
み
の
支
援
：
農

林
水
産
物
を
活
用
し
た
新
規
事
業
の
創

出
、
新
商
品
の
開
発
・
改
良
を
推
進
す

る
取
り
組
み
に
補
助　

額
補
助
対
象

金
額
の
３
分
の
２
以
内
（
上
限
１
０
０

万
円
）
募
６
月
11
日
（
金
）
ま
で
に

問
い
合
わ
せ
先
ま
で

問
市
役
所
第
２
庁
舎
経
済
戦
略
課

 

０
８
５
７-

20-

３
２
４
９

自
主
防
犯
活
動
団
体
補
助
金

対
各
地
区
で
継
続
的
に
自
主
防
犯
活

動
に
取
り
組
む
自
治
会
・
町
内
会
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
で
、
過
去
に
当

該
補
助
を
受
け
て
い
な
い
団
体 

容
防

犯
活
動
講
習
会
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、

広
報
紙
発
行
、
安
全
マ
ッ
プ
作
成
な
ど

に
補
助　

員
５
団
体　

※
応
募
多
数

の
場
合
は
、選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。 

福　祉

情報ひろば Inform
ation

お知らせ
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額
１
団
体
あ
た
り
10
万
円　

募
６
月

15
日
（
火
）
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
ま

で問
市
役
所
本
庁
舎
危
機
管
理
課

 

０
８
５
７-

20-

３
１
２
７

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援

対
町
内
会
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す

る
運
動
会
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文

化
的
な
活
動
な
ど
地
域
内
の
多
く
の
住

民
が
参
加
す
る
事
業　

容
経
費
の
一

部
を
補
助　

額
対
象
経
費
の
４
分
の

３
（
上
限
３
万
円
） 

受
５
月
31
日
（
月
）

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
ま
で 
※
詳
し

く
は
、
各
自
治
会
宛
に
お
届
け
し
て
い

る
資
料
ま
た
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
役
所
本
庁
舎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
室

 

０
８
５
７-

20-

３
１
７
１

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

国
外
・
国
内
交
流
民
間
助
成
事
業

対
市
民
が
中
心
と
な
っ
て
構
成
す
る

民
間
団
体
が
、
経
済
、
文
化
、
歴
史
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
分
野
で
行
う
姉
妹
都

市
な
ど
で
の
交
流
事
業
（
国
内
の
場
合

は
交
流
先
で
実
施
す
る
事
業
）
▽
交
流

先
：
清
州
市（
韓
国
）、ハ
ー
ナ
ウ
市（
ド

イ
ツ
）、
太
倉
市
・
オ
ル
ド
ス
市
・
沙

河
市
（
中
国
）、
ブ
ラ
ジ
ル
鳥
取
県
人

会
（
ブ
ラ
ジ
ル
）、
国
内
の
県
外
都
市 

容
事
業
費
を
一
部
助
成　

募
５
月
６

日
（
木
）
〜
31
日
（
月
）
の
間
に
問
い

合
わ
せ
先
ま
で

問
市
役
所
本
庁
舎
企
画
調
整
課

 

０
８
５
７-

20-

３
１
５
４

鳥
取
地
域
一
斉
清
掃

時
５
月
16
日
（
日
） 

※
ご
み
は
17
日

（
月
）
〜
21
日
（
金
）
の
間
に
収
集
し

ま
す
。
　
容
注
意
事
項
▽
ご
み
は
町

内
会
で
決
め
ら
れ
た
一
斉
清
掃
用
の
集

積
場
所
に
出
す
▽
び
ん
・
缶
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
の
分
別
を
徹
底
す
る
▽
家

庭
ご
み
や
家
電
製
品
、
大
型
ご
み
、
タ

イ
ヤ
な
ど
は
出
さ
な
い　

※
ケ
ガ
を
し

な
い
よ
う
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。

凡例
対＝対象　容＝内容　時＝日時　募＝募集期間・方法
所＝場所　員＝定員　数＝数量　額＝支給・助成額など
料＝料金　受＝受付　条＝条件　持＝持参するもの
問＝問い合わせ先

問
市
民
運
動
推
進
協
議
会
（
市
役
所

本
庁
舎
協
働
推
進
課
内
）

 

０
８
５
７-

20-

３
１
８
２

歩
こ
う
会
５
月
例
会

時
５
月
９
日
（
日
）
７:

50
〜
16:

50 

容
鳥
取
駅
《
集
合
》 

 

列
車 

 

因

幡
社
〜
用
瀬
発
電
所
〜
用
瀬
総
合
グ
ラ

ン
ド
〜
流
し
び
な
の
里
〜
お
茶
本
陣
〜

ツ
ツ
ジ
展
望
台
〜
鷹
狩
駅 

 

列
車 

 

鳥
取
駅
《
解
散
》（
歩
行
距
離

６
・
０
㌖
）
料
８
０
０
円
（
交
通
費
） 

※
弁
当
や
水
筒
、
雨
具
は
各
自
で
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

問
歩
こ
う
会
事
務
局 

 

０
８
５
７-

23-

７
９
３
０

問い合わせ先
　市役所駅南庁舎固定資産税課  0857-20-3424

家屋の取り壊し・用途変更
　固定資産税は、毎年 1月 1日を基
準日として課税されます。12 月 31 日までに家屋の
全部または一部を取り壊した場合や、住宅から事務所・
店舗・倉庫に変わったなど家屋の用途を変更した場合
は、早急に固定資産税課へ届け出てください。この際、
住宅用地に対する税負担軽減の特例が適用または解除
になる場合があります。なお、家屋の取り壊しや用途
変更などで法務局に滅失・表示変更登記をした場合、
届け出は必要ありません。

問い合わせ先　鳥取年金事務所（旧鳥取社会保険事務
所）  0857-27-8311
市役所駅南庁舎保険年金課  0857-20-3484

学生納付特例の申請は
お済みですか？
■在学期間中の保険料を社会人になってから納めるこ
とができる制度です。
　20 歳から 60 歳までのすべての人は、国民年金に
加入しなければなりません。ただし、下記の学校に在
学している学生のうち、本人の前年所得が 118 万円
以下であれば、学生納付特例制度が利用できます。学
生納付特例で承認された期間の保険料は納付が猶予さ
れ、万一の事故や病気で障がいが残った場合、一定の
要件を満たしていれば障害基礎年金が受けられます。
【対象となる学校】
大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専
修学校および各種学校（夜間部、定時制課程、通信制
課程の学生も対象） ※各種学校とは、修業年限が 1年
以上で、都道府県などの認可を受けている学校です。
■毎年度申請が必要です。
　学生納付特例の申請は毎年度必要です。4月分から
の申請をされる人は、5月末までに申請してください。
【申請に必要なもの】
年金手帳、学生証または申請する年度に証明された在
学証明書、認め印（本人が署名する場合は不要）、会
社などを退職して学生になった人は雇用保険被保険者
離職票・雇用保険受給資格者証・雇用保険被保険者資
格喪失確認通知書（いずれもコピー可）のいずれか

問い合わせ先
　市役所駅南庁舎市民税課  0857-20-3418

65歳未満の年金受給者に係る
市・県民税の徴収方法の変更
　平成 21年度市・県民税では、給与に係る市・県民
税は給与から特別徴収（引き落とし）し、公的年金な
どに係る市・県民税は普通徴収していました。平成
22年度からは以前の方法に戻し、65歳未満の年金受
給者については、公的年金などに係る市・県民税も給
与所得に係る市・県民税と合算して、給与から特別徴
収するように変更にします。
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